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平成１８年度

国土交通省（宮崎県内）
予算のあらまし

国土交通省 宮崎河川国道事務所

国土交通省 延岡河川国道事務所

国土交通省 宮崎港湾・空港整備事務所

国土交通省 川内川河川事務所

国土交通省 鹿児島営繕事務所

平成１８年 ３月３０日

問い合わせ先：発表資料に記載の各事務所に直接お問い合わせください。



平成１８年度 　国土交通省（宮崎県分） 直轄関連事業費（単位：百万円）

河川関係 13,202 6,654 1.98 8,291 4,552 1.82 4,347 1,749 2.49 564 353 1.60

河川事業 12,145 5,597 2.17 7,340 3,996 1.84 4,241 1,250 3.39 564 351 1.61

砂防事業 700 552 1.27 700 552 1.27

災害復旧事業 357 505 251 4 106 499 0 2

道路関係 26,087 21,042 1.24 16,092 11,868 1.36 9,995 9,174 1.09

道路事業 26,087 21,042 1.24 16,092 11,868 1.36 9,995 9,174 1.09

災害復旧事業 0 0 0 0 0 0

港湾関係 1,843 2,313 0.80 1,843 2,313 0.80

港湾事業 1,843 2,313 0.80 1,843 2,313 0.80

災害復旧事業 0 0 0 0

空港関係 261 444 0.59 261 444 0.59

空港事業 261 444 0.59 261 444 0.59

災害復旧事業 0 0 0 0

営繕関係 1,088 101 10.77 1,088 101 10.77

計 42,481 30,554 1.39 24,383 16,420 1.48 14,342 10,923 1.31 2,104 2,757 0.76 564 353 1.60 1,088 101 10.77

※　空港事業には無線関係は含まず。
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Ａ／Ｂ
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宮崎河川国道事務所

平成１８年度予算のあらまし

平成２年、５年、９年、１６年、１７年の浸水被害対策を○河川事業
最重点的に実施します。

天神川・江川排水機場を重点的に継続・促進
宮崎市富吉地区及び萩原地区における浸水被害軽減のための天神

と み よ し は ぎ わ ら

川排水機場・江川排水機場整備を重点に継続・促進します。

大淀川河川激甚災害対策特別緊急事業を重点的に継続・促進
大淀川下流域の治水安全度の向上並びに浸水被害軽減のための激

特事業を重点に継続・促進します。

土砂災害を未然に防除、又は被害を最小限にとどめる○砂防事業
ための安全確保を図ります。

平成１９年度完成を目標に砂防堰堤を継続・促進
大淀川水系の高崎川流域及び大淀川水系の境川流域における土砂

さ か い が わ

流出抑制のため、大幡第４砂防えん堤と七瀬谷川砂防えん堤の整備を
お お は た だ い よ ん さ ぼ う え ん て い な な せ だ に が わ さ ぼ う え ん て い

継続・促進します。

着々と着実にまた、重点的に取り組むことを目的とした○道路事業
． ． ． ．

「ちゃくちゃくプロジェクト」により、選択と集中、そして
整備を進めます。スピーディーで無駄のない

花見改良 全線供用開始（暫定２車線）
一般国道１０号「花見改良」のバイパス区間(延長約１．３ｋｍ)ついて

供用開始し、全線約２．０ｋｍ（暫定２車線）が完成します。

青島～日南改良の整備促進
一般国道２２０号「青島～日南改良」のうち折生迫～内海間の整備を

促進し、平成１９年度の供用を目指します。

都城道路、新富バイパスの整備促進
一般国道１０号「都城道路」（地域高規格道路）及び一般国道１０号

「新富バイパス」の用地買収を促進し、工事に着手します。

東九州自動車道「清武～日南間」の整備促進
東九州自動車道「清武～日南間」の用地買収、工事を促進します。

電線共同溝の促進
一般国道１０号大塚地区、一般国道２２０号中村恒久地区の事業が

完成します。

問い合わせ先 国土交通省宮崎河川国道事務所 TEL 0985-24-8221

河川・砂防事業 道 路 事 業

技 術 副 所 長 永 野 和 博 技 術 副 所 長 岩 山 順 一

工務第一課長 松 元 賢 市 調査第二課長 坪 内 健

工務第二課長 前 田 昭 浩
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平成１８年度予算の主な事業

河川事業

○防災・震災対策の推進

Ｐ３～４参照・大淀川水系 天神川排水機場（宮崎市富吉地区）
てんじんがわ とみよし

Ｐ３～４参照・大淀川水系 江川排水機場（宮崎市高岡町萩原地区）
えがわ はぎわら

Ｐ５～６参照・大淀川水系 大淀川河川激甚災害対策特別緊急事業
おおよどがわかせんげきじんさいがいたいさくとくべつきんきゅうじぎょう

砂防事業

○防災・震災対策の推進

・ Ｐ７参照大淀川水系高崎川流域 大幡第４砂防えん堤（西諸県郡高原町）
おおは ただいよんさぼ うえん てい

・ Ｐ７参照大淀川水系境 川流域 七瀬谷川砂防えん堤（都城市山之口町）
さかいがわ な な せ だ に が わ さ ぼ う え ん て い

河川砂防事業位置図

天神川排水機場

江川排水機場
大幡第４砂防えん堤

七瀬谷川砂防えん堤

激特事業箇所



天神川・江川排水機場大淀川水系
お お よ ど

て ん じ ん が わ え が わ

－ 大雨による慢性的な浸水被害を軽減 －

■ 事業の目的

・ 大淀川下流地区の県都宮崎市の市街地郊外住宅地に位置し、東九州の交通の要

である国道10号や高幹道の通る富吉・萩原両地区においては、内水被害の常襲地
とみよし はぎわら

帯であることから幾度となく宅地への浸水被害が発生しており、主要道路の寸断

により交通流が遮断され社会経済活動の停滞も生じている状況です。

特に平成２年９月、平成５年８月、平成９年９月、平成１７年９月の出水では

甚大な浸水被害が発生しました。そこで、今後ますますの市街化が予想される当

該両地区において、早期に慢性的な床上浸水被害を解消するため、緊急的な事業

を実施します。

事業としては、大淀川と天神川（富吉地区）及び江川（萩原地区）の合流点附

近に排水機場を設置し、内水をポンプにより大淀川へ強制排水し、浸水被害の軽

減を図ります。

本事業は、平成１５年度より着手しており、本年度は、天神川は排水機場本体

工及び機械設備工に着工し、江川は昨年度に引き続き機械設備工を実施し、電気

設備工及び建築工に着工するものです。

■ 事業の概要

・ 天神川排水機場

場 所 ：宮崎県 宮崎市 富吉地先（大淀川右岸 14k900付近）

予定工期 ：平成１５年度～平成２０年度

全体事業費（概算） ：約２９億円

ポンプ規模 ：５m3/秒×２台

・ 江川排水機場

場 所 ：宮崎県 宮崎市 高岡町 萩原地先（大淀川右岸 16k600付近）

予定工期 ：平成１５年度～平成１９年度

全体事業費（概算） ：約３１億円

ポンプ規模 ：９m3/秒×２台

宮崎河川国道 －３－



完成イメージ図
(建物の形式・色彩については付近住民の方々のご意見により決定しております)

完成イメージ図
(建物の形式・色彩については付近住民の方々のご意見により決定しております)

平成１７年９月洪水時の
浸水状況（宮崎市高岡町富吉）

 

天神川排水機場工事進捗状況（平成１８年２月）

（別 紙）

■ 天神川排水機場

■ 江川排水機場

平成１７年９月洪水時の
浸水状況（宮崎市高岡町下倉永）

平成１７年９月洪水時の
浸水状況（宮崎市高岡町下倉永）

江川排水機場工事進捗状況（平成１８年３月）

Ｈ２０年出水対応

Ｈ２１年出水対応

宮崎河川国道 －３－



大淀川河川激甚災害対策特別緊急事業大淀川水系
お お よ ど

お お よ ど が わ か せ ん げ き じ ん さ い が い た い さ く と く べ つ き ん き ゅ う じ ぎ ょ う

－ 治水安全度の向上並びに床上浸水被害の軽減 －

事業の目的■

・ 昨年９月の台風１４号は宮崎県内を暴風域に巻き込みながら九州西海上を通過

し、大淀川下流域の１市２町（宮崎市、東諸県郡国富町、東諸県郡綾町）におい

て、浸水面積2,166ha、浸水家屋数4,483戸（床上浸水3,697戸、床下浸水786戸）

に達する甚大な被害となりました。

「河川激甚災害対策特別緊急事業（激特事業 」では、今回の被害を踏まえ、平）

成２１年度までに、浸水による被害を軽減するための緊急対策を重点的に実施す

るとともに、激特事業と併せて地域と連携のもと、地域防災力を向上させる取り

組みを実施するものです。

激特事業の工事として、外水に対しては、洪水が流れにくい宮崎市街部の河道

掘削及び溢水箇所への築堤を行い、外水氾濫の回避を図ります。また、内水被害

の頻発する地区に対しては、本川河道の掘削により洪水継続時間の短縮を図ると

共に、総合的に内水対策を実施することにより、1/10規模の降雨に対して床上浸

水被害の軽減を図ります。

平成１８年度は、台風期前を目標に実施する河道掘削箇所の護岸工及び今後実

施する築堤箇所の用地買収を実施します。

■ 事業の概要（直轄のみ）

・場所 ：大淀川・本庄川・深年川（別紙参照）

：平成１７年度～平成２１年度・予定工期

・全体事業費：２４０億円



－別紙－

【 】激特事業箇所
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－ 土石流の流出を抑制し、土砂災害を防止する － 

 

   １．事業の目的 

     大淀川水系高崎川は、霧島火山群の重荒廃地域を源頭部に持ち、崩壊侵食による  

土砂災害を受けやすく、過去にも下流域で多くの災害をもたらしてきました。 

また、大淀川水系境川においては、平成１７年９月の台風１４号により支川七瀬谷

川で大規模土砂崩壊が発生し、下流への土砂災害が懸念されています。 

   そこで、有害な土砂の流出抑制、河床の安定・渓岸保護などを目的に、砂防えん  

堤を設置し、土砂災害から下流域の人命・財産の被害を防止します。 

   

   ２．事業の概要 

    大幡第４砂防えん堤                             七瀬谷川砂防えん堤 

     場  所   ：宮崎県 西諸県郡 高原町           場  所：宮崎県 都城市 山之口町 

     予定工期  ：平成１６年度～平成１９年度      予定工期：平成１７年度～平成１９年度 

     全体事業費（概算） ：約１０億円                全体事業費（概算）：約６億円 

     施設規模  ：H = 14.5m  L = 70m                   

 

   ３．位置図等 

 

 

七瀬谷川砂防えん堤

大幡第４砂防えん堤

七瀬谷川 

砂防えん堤

大幡第４ 砂防えん堤 
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道路関係事業

安全な国土・危機管理の充実

安全で安心して暮らせる地域の実現に向け、自然災害に対して安全で信頼性

の高い道路網を確保するとともに、交通安全対策の推進など安全な生活環境を

確保します。

○防災・震災対策

Ｐ１０参照・一般国道２２０号 青島～日南改良

［折生迫～内海間］
お り ゅ う ざ こ うちうみ

平成１９年度の供用を目標に、堀切トンネル（仮称）及び折生迫～内海間の改

良工事を促進します。

・防災工事

一般国道２２０号宮崎市～日南市間の通行規制区間内の防災工事を促進

します。

・橋梁の震災対策

一般国道１０号沖水橋（上り線）等の耐震補強を実施します。

○道路管理の高度化

（１０号：１基、２２０号：３基）・ＩＴＶカメラ（道路監視用カメラ） ４基

循環型社会に向けた社会基盤づくり

環境負荷の少ない交通体系の構築を進めるため、交通の円滑化や低騒音舗装

の敷設などにより沿道環境を改善し、また、リサイクルの促進により循環型社

会の実現を図るとともに、沿道緑化の推進など自然環境を保全・創造します。

○沿道環境の改善

・一般国道１０号 児湯郡都農町大字川北地区（低騒音舗装）

拠点都市の機能高度化

都市と地方の機能高度化を図るため、環状道路・バイパスなどの都市基盤整

備や都市圏の交通円滑化対策（渋滞対策）を進め、さらには安全で快適な歩行

空間・自転車利用環境の整備を進めます。
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○道路改築事業

Ｐ１０参照・一般国道１０号 花見改良

の改良工事を完成させ、延長約１ につい花見改良「バイパス区間」 ．３ｋｍ

て供用開始することにより、花見改良の全区間約２ 暫定２車線）が完．０ｋｍ（

成します。

また、花見橋の旧橋撤去工事を促進し、撤去を完了します。

Ｐ１１参照・一般国道１０号 新富バイパス
新富バイパス全区間の用地買収を促進し、軍瀬交差点部の工事に着手します。

ぐ ん ぜ

Ｐ１２～１３参照○電線類地中化

・一般国道 １０号 宮崎市大塚地区 （完成）

・一般国道 １０号 都城市都城上町地区 （継続）
か み ま ち

・一般国道２２０号 宮崎市中村恒久地区 （完成）

・一般国道２２０号 日南市春日地区 （新規）

○歩行空間バリアフリー化

・一般国道 １０号 佐土原町片瀬原地区 （歩道整備：継続）
さ ど わ ら ち ょ う か た せ ば る

・一般国道 １０号 都城市高城町片前地区（歩道整備：継続）
か た ま え

・一般国道 １０号 （歩道整備：完成）宮崎市高岡町浦之名地区
う ら の み ょ う

・一般国道 １０号 川南町川南地区 （付加車線設置：完成）

広域交流ネットワークの確立

高規格幹線道路や地域高規格道路などの自動車専用道路ネットワークについ

て、重点的かつ効率的に整備を進め、地域間の連携を支援し、経済活力の回復

を図ります。

○高規格道路・地域高規格道路の整備

Ｐ１４参照・東九州自動車道「清武～日南間」

（高規格道路・新直轄事業）
調査設計、用地買収、工事を促進します。「清武～北郷間」

調査設計を促進し、用地買収、工事に着手します。「北郷～日南間」

Ｐ１１参照・一般国道１０号「都城道路」

（地域高規格道路 都城志布志道路）
都城市平塚町～同市五十町(L=1.9km)間の用地買収及び文化財調査

ひらつかちょう ごじっち ょ う

を促進し、工事に着手します。

また、都城市南横市町～同市平塚町(L=2.8km)間の設計協議及び
みなみよこいちちょう ひらつかちょう

用地調査等に着手します。











東九州自動車道　清武～日南間　Ｌ＝２８ｋｍ

清武町

宮崎市

北郷町

日南市

供 用 中 区 間
新 直 轄 区 間
市 町 村 境

凡 例

ＩＣ名称及びＪＣＴ名称は仮称です



延－1

記 者 発 表 資 料

平成１８年度
国土交通省 延岡河川国道事務所予算について

平成１８年３月３０日

【お問合せ】 国土交通省 延岡河川国道事務所

ＴＥＬ（０９８２）３１－１１５５

河川事業 技術副所長 高 尾 秀 敏
た か お ひ で と し

道路事業 技術副所長 末 吉 秀 幸
す え よ し ひ で ゆ き



延－2

延岡河川国道事務所

平成１８年度予算のあらまし

【河川事業】

○激甚災害対策特別緊急事業を推進し、再度災害の軽減
を図ります。

・平成17年の台風14号により甚大な被害を生じた五ヶ瀬川・大瀬川・北川・祝子川

において激甚災害対策特別緊急事業を推進し、河道掘削、築堤、内水対策等を

行い、再度災害の軽減を図ります。また各機関と連携し、五ヶ瀬川水系浸水被

害軽減対策協議会を設立し、ハザードマップ作成支援や非常時の情報共有など

のソフト対策など、様々な角度から効率よく浸水被害の軽減を図ります。

【道路事業】

九州循環型高速交通ネットワークを形成するため、高規格幹線道路などの自動車

専用道路ネットワークについて、重点的かつ効率的に整備を進め、地域間の連携を

支援し、地域活性化を図ります。

○東九州自動車道「県境～北川」間(新直轄区間)の用地
き た が わ

買収に着手

○北方延岡道路「蔵田(天馬大橋)～北方ＩＣ」間に着手
く ら た て ん ま お お は し き た か た

・北方延岡道路１工区の路線測量に着手します。

○北方延岡道路「北方ＩＣ～舞野」間の供用目標に向け事業促進
き た か た ま い の

○延岡道路「北川～延岡」間のさらなる事業促進
き た が わ の べ お か



延－3

平成18年度の主な事業

（１）．河川関係事業

１．安全な国土・危機管理の充実
●大規模な自然災害の発生に備えるとともに、防災に対する社会的需要

の質的・量的な高度化への対応。

○重点目標

災害を未然に防止するとともに被害を最小限にとどめ、迅速に復旧できるように

する。

・五ヶ瀬川激甚災害対策特別緊急事業

【延－５,６参照】

２．循環型社会に向けた社会基盤づくり
●社会資本の整備に際しては地域の生態系や景観に配慮するとともに、

自然環境の再生・創出に取り組む。

○重点目標

自然環境を保全し、新たな再生・創造に取り組む。

・五ヶ瀬川水系友内川
とも うち

【延－７参照】
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（２）．道路関係事業

１．「安全な国土・危機管理の充実」
安全で安心して暮らせる地域の実現に向け、自然災害に対して安全で信頼性の

高い道路網を確保するとともに、交通安全対策の推進など安全な生活環境を確保

します。

道路防災対策

・一般国道１０号北川町～門川町
き た が わ か ど か わ

２．「拠点都市の機能高度化」
都市と地方の機能高度化を図るため、環状道路・バイパスなどの都市基盤整備

や都市圏の交通円滑化対策（渋滞対策）を進め、さらには、安全で快適な歩行空間

・自転車利用環境の整備を進めます。

都市交通の円滑化

・一般国道１０号

［ ］門川日向拡幅「新生町交差点付近(延伸)」 平成１９年度供用目標
か ど か わ ひ ゅ う が

【延－８,９参照】

歩行空間のバリアフリー化

・一般国道１０号日向市平岩
ひゅうが ひらいわ

電線類地中化

・一般国道１０号日向市大字財光寺
ひ ゅ う が ざ い こ う じ

３．「広域交流ネットワークの確立」
高規格幹線道路などの自動車専用道路ネットワークについて、重点的かつ効率

的に整備を進め、地域間の連携を支援し、地域活性化を図ります。

地域間交流促進

・東九州自動車道｢県境～北川｣

・国道 １０号延岡道路｢北川～延岡｣

・国道２１８号北方延岡道路｢蔵田(天馬大橋)～北方IC｣

［ ］・国道２１８号北方延岡道路 ｢北方IC～舞野」 平成１９年度供用目標

【延－８,９参照】



延－5

【 平成１８年度予算の主な事業概要＜河川事業＞ 】

河川激甚災害対策特別緊急事業１．五ヶ瀬川水系
か せ ん げ き じ ん さ い が い た い さ く と く べ つ き ん き ゅ う じ ぎ ょ う

－ 5年間で災害被害の軽減を図ります －

■ 事業の目的

平成 年の台風１４号は、宮崎県内を暴風域に巻き込みながら九州西海上を・ 17
通過し、各地に大雨をもたらしました。連続雨量は上鹿川で ㎜、見立で1,217

㎜、上祝子で ㎜を観測、記録的な豪雨となりました。10,25 10,97
この豪雨による出水で五ヶ瀬川・大瀬川の各地点は軒並み既往最高水位を

観測し、延岡市内の国直轄区間では越水が ヵ所、内水被害が ヵ所で発5 4
生し、宮崎県管理区間で１箇所の内水被害が発生しました。

この被害を受け、国は五ヶ瀬川などを激甚災害対策特別緊急事業に採択し

17 21 5ました。延岡河川国道事務所では、平成 年度から平成 年度までの

年間に集中的に河道掘削や築堤等の河川改修を行うとともに、情報伝達網の

整備や地域・各関係機関との連携を強化し、災害被害の軽減を図ります。

五ヶ瀬川と大瀬川を適正に分離する隔流堤の整備を促進し、また五ヶ瀬川

河口開口を行うことにより洪水時の五ヶ瀬川の水位低下を図ります。さらに河

道掘削や築堤を行い、再度の越水被害防止を図ります。

また内水被害に対しては排水機場の整備とともに、関連機関と連携し排水

施設等の整備により被害軽減を図ります。

平成18年度は越水被害を防止するため危険箇所について緊急的な河道掘

削を行うとともに、隔流堤に継続して取り組み、また排水機場整備に着手しま

す。

■ 事業の概要（直轄のみ）

・場所 ：五ヶ瀬・大瀬・祝子川・北川（別紙参照）

・予定工期 ：平成１７年度～平成２１年度

・全体事業費：200億円
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－別紙－

【 】激特事業箇所



延－7

２．直轄河川自然再生事業

●友内川の塩生湿地の保全
ともうちがわ

○友内川（場所：延岡市二ツ島町、無鹿町）
ふたつしま むしか

・平成１６年度に立ち上げられた「友内川のマルカをそだてる会」ととも

に環境保全に取り組み、平成17年度には自然浄化施設の建造や水門のフ

ラッシュ実験による水質の浄化を図り、効果を上げました。本年度も自

然再生事業に取り組みます。

自然「友内川のマルカをそだてる会」が中心となって行っている、友内川の

水質浄化や土砂堆積対策に取り組みます。環境保全活動と連携し、

友 内 川 の ゆ た か な 自 然 環 境友 内 川 の ゆ た か な 自 然 環 境

友内川水門

無鹿樋門

北川

友内川

稲田川

稲田川

友内川水門

（ ）（ ）（（友内川のマルカをそだてる会友内川のマルカをそだてる会

友内川自然再生事業友内川自然再生事業



【 平成１８年度予算の主な事業概要＜道路事業＞ 】 

 

延岡河川国道事務所は宮崎県北地域の個性的で活力ある 

地域づくり・道づくりを目指します。 

 
 

【 延岡河川国道事務所 管内図 】 

延－８ 



◆東九州自動車道「県境～北川」（新直轄区間） 

新直轄事業の１日も早い供用を目指し、東九州自動車道「県境～北川」プロ

ジェクトチーム(平成１８年３月３日発足)により、地元・関係機関が一丸とな

って地元設計協議、用地幅杭設置、用地測量を行い用地買収に着手します。 

 

 

◆国道２１８号北方延岡道路「蔵田(天馬大橋)～北方ＩＣ」 

  東九州自動車道、九州横断自動車道延岡線と一体となって九州循環型高速

交通ネットワークの形成を図ると共に、災害に強く、安全と信頼性の高い代

替道路の確保を図るため、路線測量に着手します。 

 

 

◆国道２１８号北方延岡道路「北方ＩＣ～舞野」 

  着々と着実に、かつ重点的に取り組む事を目的とした「ちゃく 2 プロジェ

クト」により平成１９年度供用を目指して事業の全面展開を図っています。  

  用地買収を促進するとともに、曽木３号橋上部工に着手し、小川１，２，

３号トンネルを完成するなど工事促進を図ります。 

 

 

◆国道１０号延岡道路「北川ＩＣ～延岡」 

用地買収を促進するとともに、大峡谷川橋の工事促進を図ります。 

 

◆国道１０号門川日向拡幅「新生町交差点付近(延伸)」 

  平成１９年度供用(Ｌ＝０．４ｋｍ)を目指し、用地買収を促進するととも

に、工事促進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

                 延－９ 



宮崎港湾・空港整備事務所  

 

□ 平成１８年度 港湾関係予算の事業費内訳 

                                    （単位：百万円） 

事  業  区  分 事  業  費 

宮崎港（内港地区）岸壁（-7.5m）改良        ３００ 

宮崎港（東地区）南防波堤      ２４１ 

細島港（外港地区）南沖防波堤    １，３０２ 

合    計    １，８４３ 

 

□平成１８年度 港湾関係予算主要事項の概要 

安全な国土・危機管理の充実 

震災等の自然災害から都市と地域の暮らしを守るため、災害時における緊急物資輸送

の拠点となる岸壁の耐震化改良を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎港（内港地区）岸壁（－７．５ｍ）改良 

岸壁（－７．５ｍ）改良 （継続）

 

 



 

自然と都市サービスを享受できる都市・自然交流圏づくり 

波浪等の影響による係留・荷役障害の発生を防止し、安全性の確保、物流コストの削

減、運航の定時性・安定性の確保を図るために、防波堤の整備を推進します。 

 

宮崎港（東地区）南防波堤  

 

南防波堤（継続） 

 
細島港（外港地区）南沖防波堤 

北沖防波堤 
南沖防波堤（継続） 



□平成１８年度 空港関係予算の事業費内訳 

                                  （単位：百万円） 

事  業  区  分 事  業  費 

 宮崎空港誘導路改良及び用地造成（排水工）       ２６１ 

 

□平成１８年度 空港関係予算主要事項の概要 

 広域交流ネットワークの確立 

九州内外との交流促進に向け、空港の機能の充実を図るために、誘導路の改良及び用

地造成（排水工）を実施します。 

 

 

 

 

 

 

宮崎空港誘導路改良及び用地造成（排水工） 

 
 
 

用地造成（排水工） （継続）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
         
                

誘導路改良 （継続） 

用地造成（排水工） （継続） 

問い合わせ先 
宮崎港湾・空港整備事務所  ０９８５－２５－５３７５ 

工 務 課  前 田 俊 明 
大 串 哲 哉 

 



 

平 成 18 年 度 
 

予  算  概  要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国土交通省 九州地方整備局 

川 内 川 河 川 事 務 所 

平成１８年 ３月３０日 
 

           問い合わせ先 
 
     川内川河川事務所 0996-22-3271 調査課  林 健太郎 
                     
 
 

 えびの市を流れる川内川 



１．平成１８年度川内川（宮崎県関係分）予算概要 

○事業費総括表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 単位 ： 百万円 ）

平成１８年度

当 　初

平成１７年度

補正等

平成１７年度

当 　初

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ）

直 轄 河 川 改 修 費 47.0 100.0 － －

直 轄 河 川 維 持 修 繕 費 260.3 － 184.8 1.41

河川工作物関連応急対策事業費 241.4 － 164.0 1.47

建 設 機 械 整 備 費 15.2 － 2.0 7.60

直 轄 河 川 等 災 害 復 旧 事 業 費 － － 1.6 －

563.9 100.0 352.4 1.60
(1.88)

事 業 費
Ａ／Ｃ

(（A+B)／C)

合計

 

○主な事業内容 

○ 改修工事 
向江排水機場において、排水ポンプを増設し内水対策を強化します。 

 

○維持・修繕工事 
直轄管理区間の堤防において、除草などを行い河川管理施設の維持を図ります。 
また、向江水門について管理橋の老朽化に伴う修繕工事を行います。 

 

○応急対策事業 西川北樋管 

西川北樋管、松原排水樋管の施設改善及び上屋設

置などの工事を行い、操作性の向上を図ります。 
 

○堤防詳細点検 

  ボーリング調査（地質調査）等を行い、堤防の強度を確認します。 
 

○その他 
河川管理及び河川改修計画の基礎資料となる情報収集を目的として、高水流量観

測、低水流量観測を各１箇所、水質観測を１箇所実施します。 

 - 1 - 



 

 - 2 - 

 

松原排水樋管 
〈えびの市〉〈応急対策〉 

西川北樋管
〈えびの市〉〈応急対策〉 

向江水門・排水機場
〈えびの市〉〈改修・維持修繕〉 



鹿児島営繕事務所

平成１８年度営繕事業について

１．暮らしを守る国土と環境の保全・再生

安全・安心の確保に資する防災拠点施設の整備を推進します。

２．自然と都市サービスを享受できる都市・自然交流圏づくり

グリーン庁舎（環境配慮型官庁施設）等及び地域のまりづくりに貢献する官庁施設の整備

を推進します。

平成１８年度予算の概要について

事業概要（宮崎県）
平成１８年度は、次の事業を実施します。

（１）施設整備費

延岡地方合同庁舎のバリアフリー外１施設の改修を実施し、年度内に完成しま

す。

宮崎法務総合庁舎の新営を行います。また、

① 所管予算

延岡地方合同庁舎 庁 舎 バリアフリー改修

油津港湾合同庁舎 工 作 物 下水道接続

② 支出委任

新営（新規）宮崎法務総合庁舎 庁 舎

問い合わせ先

国土交通省鹿児島営繕事務所

ＴＥＬ ０９９－２２２－５１８８

技術課長 小山 伸隆
こ や ま の ぶ た か
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